
アドレスとMACアドレスとの対応を知る必

要があります。それは、LAN内に問い合わ

せメッセージを流すことによって自動的に行

われます。IPアドレスからMACアドレスを

知 る に は ARP（ Address Resolution

Protocol）、MACアドレスからIPアドレスを

知るにはRARP（Reverse ARP）というお約

束が使われます。

各コンピュータは、必要な通信相手のIP

アドレスとMACアドレスとの対応をARPテ

ーブルに記憶します。

MACアドレスはベンダーによって設定さ

れるので、利用者が意識する必要はほとんど

ありません。ただし、ネットワーク管理者が

トラブルシューティングのために意識しなけ

ればならないことはあります。

回線を介した通信は一対一で行われるの

で、データリンク層において通信相手を識別

するアドレスは必要ありません。PPPのメッ

セージ形式は、HDLC（High-level Data

Link Control procedure）という国際標準の

データリンクプロトコルに準拠していてアド

レスを含んでいますが、アドレスは８ビット

のオール１に固定されています。SLIPは、

データリンク層のアドレスを用いません。
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とは、通信の当事者（コンピュータなど）を

識別する番号あるいは名前のことです。イン

ターネットのプロトコル体系では、データリ

ンク、ネットワーク、トランスポートの各プ

ロトコル階層でそれぞれアドレス体系が決め

られています。

イーサネットやFDDIのデータリンク層に

おいてLANインタフェースを識別する番号

をMACアドレス（またはハードウェアアド

レス）といいます。48ビットの番号で、十六

進表記で「00-00-0C-01-3A-F5」のように書

きます（A～Fは十進の10～15を表します）。

MACアドレスは一つのLANの中で重複し

なければよいものですが、装置をどのLAN

につないでも決してアドレスが重複しないよ

うに、すべてのLANインタフェースは異な

るMACアドレスを持ちます。上位24ビット

はLANインタフェースを生産するベンダー

（販売者）に割り当てられ、各ベンダーが下

位24ビットをLANインタフェースに割り当

てます。

LAN内の通信のためには、後で述べるIP
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アドレスとは

LANのデータリンク層のアドレス
（MACアドレス）

回線のデータリンク層のアドレス



インターネットのネットワーク層において

コンピュータ（厳密にはその通信インタフェ

ース）を識別する番号をIPアドレスといい

ます。現在の版のIP（IPv４）では32ビット

です。８ビットずつの各区切りを十進表記し

て「10.8.254.1」のように書きます（MACア

ドレスとは表記の流儀が違うのは、規格を決

めた機関が違うからです。ややこしいですが、

我慢してください）。

インターネットと直接通信するすべてのコ

ンピュータは、異なるIPアドレスを持ちま

す。ルータは、宛先のIPアドレスに基づい

てパケットの配送を制御します。

IPアドレスについては、一般の利用者も

知っておくべきことが多いので、次回詳しく

ご説明します。

IPアドレスは人間にとって覚えにくいの

で、代わりに「mickey」などのような愛称

でコンピュータを識別することが古くから行

われてきました。これを発展させ、インター

ネット全域でコンピュータを一意に識別でき

るようにした名前の体系をドメイン

（domain：領域）といいます。たとえば

「www.nic.ad.jp」というドメイン名は、「日

本（jp）の、ネットワーク管理機関（ad）で

ある、nicという組織の、wwwというコンピ

ュータ」を表しています。

これについても、詳しいことはいずれご説

明しましょう。

一般にコンピュータ上では、複数のアプリ

ケーションが同時並行して動きます。その

個々の仕事の単位をプロセス（process）と

いいます。プロセスは、ある目的のために通

信を行う主体と考えることができます。

プロセスは、通信のための仮想的なポート

（port：出入り口）を持ちます。一つのコン

ピュータ内でポートを識別する番号をポート

番号といいます。これは16ビットの番号で、

慣習的に十進表記されます。

インターネットで通信を行うあらゆるプロ

セスは、IPアドレスとポート番号の組みに

よって一意に識別されることになります。こ

の組みをソケット（socket：差し込み口）と

いいます。トランスポート層のプロトコルで

あるTCPやUDPは、アプリケーションから

の要求に応じてソケット間の通信を司りま

す。つまり、IPアドレスとポート番号を併

せたソケットが、トランスポート層で扱われ

るアドレスであると言えます。

よく使われるサービスを提供するプロセス

のポート番号は、サービスを利用する側がい

ちいち事前に教えてもらわなくてすむよう

に、共通に決められています。たとえば、

SMTPで電子メールを受けるプロセスには

25、HTTPでワールドワイドウェブを提供す

るプロセスには80という具合です。これらを

ウェルノウン（well-known）ポート番号と

いい、１～1023が割り当てられます。

一方、サービスを利用するために通信をし

かけるプロセスには、通常1024以上のポート

番号のうち、そのコンピュータ内で空いてい

るものが使われます。
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ネットワーク層のアドレス
（IPアドレス）

ドメイン

トランスポート層のアドレス
（ポート番号とソケット）


